
附属説明書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第83 特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減損損失の明細

（単位：千円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 56¶684¶069 4¶063¶450 4¶577 60¶742¶941 13¶106¶831 2¶759¶169 ` ` 2¶422 47¶636¶110 ~

構 築 物 2¶791¶004 97¶772 113 2¶888¶663 1¶066¶963 207¶338 ` ` 62 1¶821¶699

工 具 器 具 備 品 2¶195¶822 ` 106¶377 2¶089¶445 1¶839¶374 113¶632 ` ` ` 250¶070

船舶・水上運搬機 8¶258 ` ` 8¶258 5¶188 772 ` ` ` 3¶069

その他の有形固定資産 0 ` ` 0 ` ` ` ` ` 0

計 61¶679¶154 4¶161¶222 111¶068 65¶729¶308 16¶018¶357 3¶080¶913 ` ` 2¶485 49¶710¶950

有 形 固 定 資 産
(特定償却資産以外)

建 物 2¶212¶164 820¶065 ` 3¶032¶229 499¶414 187¶910 ` ` ` 2¶532¶815

構 築 物 529¶080 135¶637 ` 664¶717 72¶669 36¶722 ` ` ` 592¶047

工 具 器 具 備 品 25¶631¶897 5¶131¶664 1¶438¶461 29¶325¶100 19¶279¶407 4¶371¶349 ` ` ` 10¶045¶692 ~

図 書 7¶370¶207 54¶366 68¶702 7¶355¶871 ` ` ` ` ` 7¶355¶871

船舶・水上運搬機 2¶661 ` ` 2¶661 1¶329 532 ` ` ` 1¶331

車 両 運 搬 具 27¶567 3¶075 ` 30¶643 26¶663 7¶595 ` ` ` 3¶979

研究用放射性同位元素 4¶345 ` ` 4¶345 1¶334 266 ` ` ` 3¶011

計 35¶777¶923 6¶144¶809 1¶507¶163 40¶415¶569 19¶880¶819 4¶604¶377 ` ` ` 20¶534¶750

有 形 固 定 資 産
（非 償 却 資 産）

土 地 139¶338¶106 ` ` 139¶338¶106 ` ` 2¶999 ` ` 139¶335¶107

建 設 仮 勘 定 640¶285 1¶513¶298 1¶575¶394 578¶190 ` ` ` ` ` 578¶190

美 術 品 ・ 収 蔵 品 325¶202 8¶051 ` 333¶254 ` ` ` ` ` 333¶254

計 140¶303¶595 1¶521¶350 1¶575¶394 140¶249¶551 ` ` 2¶999 ` ` 140¶246¶552
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Ê 樹木
{ 減損を認識した固定資産の概要
用途：樹木
種類：構築物
場所：東京都目黒区大岡山２`10 ６本

東京都大田区石川町１`１ １本
東京都港区芝浦３`17`１ ４本

期首帳簿価格：68千円（構築物68千円）
| 減損の認識に至った経緯
工事の支障、立ち枯れ、並びに倒木のため不用決定を行った。

} 減損額
損益計算書上に計上していない金額：構築物62千円

~ 回収可能サービス価額
使用価値相当額が０円であると判断し帳簿価額を０円まで減損した後、当事業年度中に除却
処理を行った。

５．重要な債務負担行為
件 名 契 約 金 額 うち翌期以降支払額

大岡山南１号館改修工事 1¶062¶627千円 621¶180千円
６．重要な後発事象
該当事項はありません。
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